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(京都桂病院 病理診断科) 

 

 

症例：60歳代 女性 

主訴：喀血 

血液検査所見：特記すべきなし（含 腫瘍マーカー） 

喫煙歴：なし 

CT：左肺舌区枝の気管内を主体とする腫瘍 

気管支鏡：左肺上葉口、舌区枝、肺底区枝はpolypoidに発育する腫瘍により閉塞 

気管支擦過細胞診 / 生検：血管間質を軸に乳頭状に発育する腫瘍。細胞異型はほとんどなし。 

 

左肺全摘施行。術後経過は良好。 

 

肉眼所見：左舌区枝から末梢にかけて拡張した気管支内を充填するように腫瘍が存在。 

組織所見：生検と同様、血管間質を軸に乳頭状パターンを示す異型のほとんど見られない細胞の増殖か

らなる。 

 

問題点：組織診断 
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